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一　

は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
二
月
一
八
日
、
日
本
は
戦
後

復
興
の
た
め
宿
願
で
あ
っ
た
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」
と
略
す
）
へ
の
加
盟
を

果
た
し
た）

1
（

。
す
な
わ
ち
、
同
年
一
二
月
一
二
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
於
い

て
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
（V

ictor　

A
.　

Belaunde

）
ペ
ル
ー
代
表
が
、
日
本
の
国
連

単
独
加
盟
勧
告
決
議
案
（S/3754

）
を
提
示
、
米
国
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

中
国
、
キ
ュ
ー
バ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
英
国
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
及
び
仏
国
が
本
案

支
持
を
表
明
し
、
こ
れ
ま
で
こ
れ
を
拒
ん
で
き
た
ソ
連
も
、
一
〇
月
一
九
日
の
日

ソ
国
交
回
復
共
同
宣
言
調
印
と
と
も
に
、同
案
支
持
を
表
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

表
決
の
結
果
、
日
本
加
盟
案
は
満
場
一
致
可
決
し
た
（SR/3758

）。
そ
の
後
本

案
は
一
二
月
一
八
日
の
国
連
総
会
本
会
議
に
五
一
ヶ
国
共
同
提
案
（A

/3460and

A
dd.1-3

）
と
し
て
提
議
さ
れ
、
ロ
ー
ル･

コ
ー
ル
に
よ
る
表
決
の
結
果
、
欠
席

の
南
ア
連
邦
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
二
ヶ
国
を
除
く
全
加
盟
国
が
賛
成
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
（RA

1113

（X
1

））、
日
本
は
第
八
〇
番
目
の
国
連
加
盟
国
と
し
て
、

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
そ
の
前
身
で
あ
る
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
て
二
三
年
ぶ

り
に
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
果
た
し
た
の
で
あ
る）

2
（

。

そ
し
て
、
こ
の
日
本
の
国
連
加
盟
を
慶
賀
す
る
た
め
の
記
念
行
事
が
、
外
務
省

に
於
い
て
は
、「
本
件
（
国
連
加
盟
）
は
新
憲
法
の
制
定
又
は
対
日
平
和
条
約
の
締

結
に
比
肩
す
べ
き
国
家
的
慶
事
で
あ
る
か
ら
、
祝
賀
行
事
の
企
画
、
立
案
、
実
施

に
当
つ
て
は
万
事
右
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
規
模
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
目
標

と
す
る
」
と
さ
れ
、
加
盟
直
後
乃
至
そ
れ
に
近
い
時
期
に
行
わ
れ
る
筈
で
あ
っ

た
）
3
（

。
し
か
し
、
日
本
の
国
連
加
盟
が
決
定
し
た
の
が
一
二
月
一
八
日
と
年
が
押
し

詰
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
直
後
の
一
二
月
二
三
日
に
、
内
閣
が
第
三
次
鳩
山

一
郎
内
閣
か
ら
石
橋
湛
山
内
閣
に
交
代
し
、
外
務
大
臣
も
重
光
葵
か
ら
石
橋
湛
山

（
兼
務
）、
そ
し
て
岸
信
介
と
代
わ
っ
た
た
め
、
国
連
加
盟
祝
賀
の
た
め
の
全
国
的
行

事
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
連
加
盟
恩
赦
」
の
ほ
か
殆
ど
行
わ
れ
ず）

4
（

、
本
格
的
な
「
記

念
行
事
」
は
翌
年
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

国
連
加
盟
恩
赦

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
国
連
加
盟
恩
赦
」
で
あ
る
が
、
外
務
省
に
於
い
て
は
昭
和

研
究
ノ
ー
ト

国
際
連
合
加
盟
記
念
行
事
に
つ
い
て
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三
〇
（
一
九
五
五
）
年
段
階
で
既
に
国
連
加
盟
を
予
想
し
て
、
加
盟
直
後
の
措
置

と
は
別
に
、「
特
定
の
期
日
を
指
定
し
万
般
の
手
配
を
整
え
て
行
う
本
格
的
な
行

事
」
の
う
ち
、
法
務
省
が
担
当
す
る
も
の
と
し
て
検
討
し
て
い
た）

5
（

。
そ
し
て
、
一

年
後
の
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
一
月
一
四
日
、
早
く
も
こ
れ
が
閣
議
に
於

い
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、同
閣
議
決
定
は
、

国
連
加
盟
に
あ
た
り
恩
赦
を
行
う
か
ど
う
か
、
従
来
の
恩
赦
の
例
に
つ
い
て
調
査

し
て
お
く
よ
う
法
務
省
事
務
当
局
に
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に

基
づ
き
、
法
務
省
で
は
本
件
に
つ
き
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
月

二
八
日
及
び
二
九
日
、
鳩
山
一
郎
首
相
及
び
根
本
龍
太
郎
官
房
長
官
か
ら
新
聞
記

者
に
対
し
て
、
政
府
が
国
連
加
盟
恩
赦
を
考
慮
し
て
い
る
趣
旨
の
談
話
が
な
さ
れ

た
こ
と
が
、
新
聞
紙
上
に
伝
え
ら
れ
た）

6
（

。
こ
れ
が
三
〇
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会

で
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
委
員
会
に
於
い
て
日
本
社
会
党
の
猪
俣
浩
三
議
員
は
、「
巷
間

新
聞
に
恩
赦
の
問
題
が
出
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
、「
こ
の
国
連
加
盟
の
ご

と
き
が
ど
ん
な
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
を
徹
底
せ
し
め
る
意
味
に
お
い
て
、
私

は
こ
う
い
う
こ
と
を
機
会
に
恩
赦
と
い
う
こ
と
の
発
動
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
か
ろ
う
か
」
と
思
う
が
と
質
問
し
、
更
に
関
連
質
問
と
し
て
日
本
共
産
党
の
志

賀
義
雄
議
員
が
、「
法
務
当
局
が
、
早
す
ぎ
る
と
か
何
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を

言
い
出
す
。
こ
う
い
う
差
し
出
が
ま
し
い
こ
と
を
い
う
こ
と
は
は
な
は
だ
不
謹
慎

千
万
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
牧
野
良
三
法
務
大

臣
か
ら
、「
御
説
の
通
り
不
謹
慎
と
思
い
ま
す
。」
と
し
た
上
で
、
本
件
は
「
世
論

の
声
を
聞
き
ま
し
て
適
当
な
決
断
を
い
た
す
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
答
弁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
を
納
め
た
の
で
あ
っ
た）

7
（

。

そ
し
て
そ
の
後
、
牧
野
法
務
大
臣
は
、
事
務
方
に
対
し
本
件
に
つ
き
具
体
的
に

研
究
す
る
よ
う
指
示
し
、
同
省
で
は
保
護
局
、
刑
事
局
及
び
矯
正
局
の
関
係
三
局

が
共
同
で
こ
れ
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、「
大
赦
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
く
、

し
い
て
考
え
れ
ば
国
連
加
盟
の
意
義
に
相
当
す
る
範
囲
で
小
規
模
の
個
別
恩
赦
を

行
う
余
地
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
の
結
論
を
纏
め
た
。
そ
の
理
由
は
、「（
イ
）

十
二
月
中
旬
に
予
想
さ
れ
る
国
連
加
盟
の
機
会
に
一
般
減
刑
及
び
一
般
復
権
を
行

う
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
っ
て
、
一
般
減
刑
及
び
一
般
復
権
を
実
施
せ
ず

大
赦
の
み
を
行
う
こ
と
は
刑
事
政
策
上
の
観
点
か
ら
し
て
著
し
く
均
衡
を
失
す
る

こ
と
、（
ロ
）
終
戦
後
既
に
三
回
も
大
赦
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と）

8
（

、（
ハ
）
外
務
省

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
年
に
国
連
加
盟
を
認
め
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

イ
ン
な
ど
の
十
数
ケ
国
に
お
い
て
、
そ
の
加
盟
に
際
し
て
恩
赦
を
行
っ
た
事
実
が

認
め
ら
れ
ず
、
国
連
加
盟
と
恩
赦
の
間
に
合
理
的
な
結
び
つ
き
が
な
い
」、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た）

9
（

。
と
こ
ろ
が
、
一
二
月
一
一
日
の
閣
議
に
於
い
て
は
、
日
本
が

国
連
に
加
盟
し
て
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
機
会
に
人
心
を
一
新
す
る
た
め
に
選
挙

違
反
等
の
政
治
に
関
す
る
罪
に
つ
い
て
大
赦
を
行
う
こ
と
、
特
赦
に
つ
い
て
は
事

務
当
局
に
お
い
て
適
当
な
案
を
立
案
す
る
こ
と
と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
国
連
加
盟
が
確
定
し
た
一
二
月
一
八
日
の
閣
議
に
於
い

て
は
、
大
赦
令
と
特
別
恩
赦
の
基
準
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）
10
（

。

こ
の
よ
う
に
、
法
務
省
の
調
査
に
あ
っ
て
は
消
極
的
で
あ
っ
た
「
恩
赦
」
が
、

一
二
月
の
各
閣
議
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
が
決
定
さ
れ
た
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
一
二
月
一
八
日
の
「
第
二
十
五
回
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国
会
衆
議
院
公
職
選
挙
法
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
に
於
い
て
、
社
会
党
の
井
堀

繁
雄
議
員
に
よ
る
、
本
件
が
事
前
に
同
委
員
会
な
ど
に
諮
ら
れ
る
こ
と
な
く
進
め

ら
れ
た
点
な
ど
に
関
す
る
問
合
わ
せ
に
対
し
、高
橋
進
太
郎
法
務
政
務
次
官
よ
り
、

「
今
度
の
問
題
は
―
―
―
法
務
省
が
事
務
的
に
進
め
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

政
治
判
断
に
基
き
ま
し
て
法
制
局
を
中
心
と
し
た
内
閣
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
進

め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
」
と
答
弁
し
て
、
本
件
が
余
命
短
い
鳩
山
内
閣
の
主

導
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た）
11
（

。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
恩
赦
」
の
う
ち
「
大
赦
令
」
の
対
象
は
、「（
一
）公
職
選

挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）（
他
の
法
令
に
於
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
）
に
違
反
す
る
罪
、（
二
）旧
刑
法（
明
治
十
三
年
太
政
官
布
告
第
三
十
六
号
）

第
二
百
三
十
三
条
か
ら
第
二
百
三
十
六
条
ま
で
の
罪
、（
三
）政
治
資
金
規
正
法（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
に
違
反
す
る
罪
、（
四
）地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
の
四
（
同
法
の
他
の
条
項
及
び
他
の

法
令
に
於
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の
罪
、（
五
）最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
に
違
反
す
る
罪
」
で
あ
っ
た）
12
（

。

そ
し
て
、
こ
の
「
大
赦
令
」
は
翌
一
二
月
一
九
日
、
政
令
第
三
五
五
号
と
し
て

公
布
、
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
恩
赦
権
の
乱
用
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

例
え
ば
、一
二
月
一
八
日
の
前
述
の
「
公
職
選
挙
法
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

に
於
い
て
、
井
堀
議
員
が
更
に
、「
政
府
の
恩
赦
の
対
象
が
選
挙
法
関
係
の
救
済
に

主
力
が
注
が
れ
て
い
る
よ
う
に
新
聞
は
報
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
」、
と
し
て
政
府
の

所
見
を
糾
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
務
政
務
次
官
高
橋
進
太
郎
は
、
本
件
は
、

「
国
連
加
入
と
い
う
全
国
民
の
悲
願
を
、
こ
う
い
う
形
に
お
い
て
一
つ
の
人
心
一

新
を
企
図
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
願
し
た
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、（「
選
挙
法
違
反
者
の
救
済
」
と
い
っ
た
）
他
意
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
十
分
御
了
承
願
い
た
い
」
と
説
明
し
た）
13
（

。
し
か
し
、
実
際
、
こ
の
「
大

赦
令
」
に
よ
っ
て
大
赦
と
な
っ
た
六
九
六
二
七
名
の
う
ち
、
公
職
選
挙
法
違
反
が

六
九
五
二
五
名
、政
治
資
金
規
正
法
違
反
が
八
名
、地
方
自
治
法
七
四
条
の
四
（
署

名
運
動
関
係
）
違
反
が
九
二
名
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
違
反
が
二
名

と
、
そ
の
大
部
分
が
選
挙
違
反
等
の
政
治
犯
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）
14
（

。

そ
し
て
、
当
時
政
治
資
金
規
正
法
違
反
な
ど
で
在
宅
起
訴
さ
れ
て
い
た
佐
藤
榮

作
自
由
党
幹
事
長
も
、
こ
の
「
国
連
加
盟
恩
赦
」
で
免
訴
と
な
っ
た
一
人
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
二
月
一
三
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に

於
い
て
、
先
の
猪
俣
議
員
が
、「
今
回
政
府
が
こ
の
前）
15
（

や
ら
な
か
っ
た
政
治
資
金

規
正
法
を
恩
赦
の
対
象
に
し
た
の
は
佐
藤
榮
作
氏
救
済
の
た
め
だ
、
こ
う
巷
間
説

を
な
す
も
の
が
あ
り
ま
す
が
」、
こ
の
よ
う
な
「
不
公
平
、
不
合
理
、
さ
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
で
な
さ
れ
て
は
、
私
は
こ
れ
は
収
ま
ら
ぬ
と
考
え
ま

す
。」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
牧
野
法
務
大
臣
は
、「
全
く
同
感
で
ご
ざ
い

ま
す
。
不
合
理
不
公
平
な
こ
と
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
―
―
―
―
佐
藤
榮
作
君

を
顧
慮
し
て
私
が
こ
ん
な
も
の
を
い
れ
た
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
と
答
弁
し

た
）
16
（

。
又
先
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、
社
会

党
の
森
三
樹
二
議
員
が
、「
大
赦
令
」
の
公
布
、
施
行
は
「
党
利
党
略
だ
」
と
質

問
し
た
の
に
対
し
て
、
欠
席
の
牧
野
大
臣
に
代
わ
っ
て
高
橋
法
務
政
務
次
官
は
、

「
内
容
的
に
は
佐
藤
栄
作
氏
が
ひ
っ
か
か
っ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
事

例
等
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
」
と
し
て
そ
の
事
実
を
認
め
た
上
で
、「
具
体
的
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事
例
を
も
っ
て
今
回
こ
れ
に
入
れ
よ
う
と
い
う
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
全

く
他
の
法
令
と
の
均
衡
か
ら
こ
れ
は
論
議
さ
れ
て
お
る
も
の
と
存
ず
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
答
弁
し
た）
17
（

。

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
、
佐
藤
榮
作
の
日
記
に
は
、「（
一
二
月
）
十
九
日
国
連

加
盟
実
現
し
大
赦
令
発
せ
ら
れ
、
政
治
資
金
令
（
マ
マ
）

並
に
選
挙
違
反
き
え
る
。」
と

あ
る）
18
（

。
当
時
佐
藤
幹
事
長
は
、「
造
船
疑
獄
」
に
関
す
る
裁
判
が
進
行
中
で
あ
っ

た
た
め
、
有
罪
の
言
い
渡
し
が
効
力
を
失
う
だ
け
の
「
特
赦
」
で
は
無
罪
放
免
と

は
な
ら
ず
（
恩
赦
法
第
五
条
）、
田
中
角
栄
が
当
時
鳩
山
内
閣
の
官
房
長
官
で
あ
っ

た
根
本
龍
太
郎
に
働
き
掛
け
、
係
争
中
の
も
の
に
つ
い
て
も
公
訴
権
が
消
滅
す
る

（
同
法
第
三
条
第
二
項
）「
大
赦
令
」
を
発
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
佐
藤
の
政
治
資

金
規
正
法
及
び
選
挙
法
違
反
は
免
訴
に
な
っ
た
と
い
う）
19
（

。
な
お
、
佐
藤
免
訴
の
判

決
は
一
二
月
二
八
日
東
京
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た）
20
（

。

三　

国
連
第
一
一
回
総
会
報
告

そ
し
て
、
日
本
の
国
連
加
盟
が
確
定
し
て
重
光
葵
代
表
帰
朝
後
の
国
連
第
一
一

回
総
会
に
於
け
る
日
本
代
表
団
は
、首
席
代
表
に
佐
藤
尚
武
参
議
院
議
員
（
統
括
、

本
会
議
担
当
）、
代
表
と
し
て
谷
正
之
在
米
国
大
使
（
本
会
議
担
当
）、
沢
田
廉
三

外
務
省
顧
問
（
本
会
議
、
第
一
及
び
特
別
政
治
委
員
会
担
当
）、
加
瀬
俊
一
国
連

常
駐
代
表
（
本
会
議
、
第
一
、
特
別
政
治
委
員
会
、
第
五
委
員
会
担
当
）、
松
平

康
東
在
カ
ナ
ダ
大
使
（
第
一
、
特
別
政
治
委
員
会
、
第
六
委
員
会
担
当
）、
代
表

代
理
と
し
て
河
崎
一
郎
外
務
省
国
際
協
力
局
長
（
第
一
、
第
二
、
第
五
委
員
会
担

当
）、
鶴
岡
千
仞
在
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
使
（
第
三
、
第
六
委
員
会
担
当
）、
土
屋
隼
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
（
第
四
委
員
会
担
当
）
と
な
っ
て
い
た）
21
（

。
そ
し
て
こ
れ
ら

日
本
代
表
団
は
、先
の
国
会
に
於
け
る
岸
信
介
外
務
大
臣
の
外
交
方
針
演
説
で「
車

の
両
輪
」
に
た
と
え
ら
れ
た）
22
（

、
外
交
の
二
大
基
調
と
し
て
の
「
自
由
主
義
諸
国
と

の
協
調
と
国
連
中
心
主
義
」
を
も
っ
て
、
同
総
会
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た）
23
（

。

例
え
ば
、
国
連
緊
急
特
別
総
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ジ
プ
ト
侵
攻
問
題

の
討
議
後
、
再
開
さ
れ
た
総
会
本
会
議
に
於
け
る
討
議
に
際
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

の
エ
ジ
プ
ト
領
よ
り
の
撤
退
を
求
め
る
Ａ
・
Ａ
二
五
ヶ
国
決
議
案
（A

/3501/

Rew
.1

）
の
提
案
国
の
一
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
な
ど
が
主
張
し
た
強
硬
な
態
度

に
対
し
、
日
本
代
表
は
、「
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
国
連
憲
章
の
原
則

を
尊
重
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
和
解
の
態
度
を
以
て
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
を

強
く
要
望
」
し
て
、
同
決
議
（A

/1123

（X
I

））
の
七
四
対
二
（
仏
、
イ
ス
ラ
エ

ル
）、
棄
権
二
（
コ
ス
タ
リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
）
の
圧
倒
的
多
数
に
よ
る
可
決
に
貢

献
し
、
国
連
事
務
総
長
及
び
各
国
代
表
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
た）
24
（

。

ま
た
、
国
連
総
会
第
一
委
員
会
に
於
け
る
朝
鮮
統
一
問
題
に
関
し
、
沢
田
代
表

は
、「
平
和
的
手
段
に
よ
り
統
一
さ
れ
た
独
立
且
つ
民
主
的
朝
鮮
を
実
現
し
、
同

地
域
に
於
け
る
国
際
的
平
和
と
安
全
を
完
全
に
恢
復
す
る
と
い
う
第
一
義
的
目
的

の
た
め
に
、
充
分
且
つ
率
直
な
討
議
を
通
じ
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
発

言
し
、「
又
兄
弟
の
国
、
韓
国
が
、
国
連
加
盟
国
と
な
る
日
の
早
か
ら
ん
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
結
ん
だ）
25
（

。

ま
た
、
軍
縮
問
題
討
議
に
際
し
て
も
、
日
本
代
表
団
は
、「
核
兵
器
及
び
そ
の

実
験
に
つ
き
苦
い
経
験
あ
る
日
本
と
し
て
」、
最
終
的
に
は
原
爆
実
験
禁
止
を
要
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望
し
つ
つ
も
、「
現
在
の
政
治
情
勢
の
下
で
実
現
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
軍
縮
措
置
を

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
代
表
等
と
共
に
、
現
段

階
で
の
最
小
限
度
の
要
求
と
し
て
「
原
爆
実
験
登
録
制
度
（a　

system

　

for　

advance　

registration 　

w
ith　

 the　

U
nited　

N
ations　

of　

nuclear  

test　

explosions
）」
の
設
立
を
主
張
し
（A

/C.1/L.162

）、
同
案
は
採
決
さ
れ

る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
国
連
内
外
に
於
い
て
か
な
り
の
共
鳴
を
得
た

と
い
う）
26
（

。

更
に
、
仏
国
の
植
民
地
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独
立
を
巡
る
問
題
に
関
し
て
も
、
Ａ
・

Ａ
一
八
ヶ
国
が
反
植
民
地
主
義
を
強
く
打
ち
出
し
た
強
硬
な
決
議
案
（A

/C.1/

L.165

）
を
提
出
し
、
仏
国
は
じ
め
西
欧
側
と
鋭
く
対
立
し
た
際
、
日
本
代
表
団

は
そ
の
調
停
者
的
役
割
を
演
じ
、
問
題
の
平
和
的
解
決
と
、
国
連
権
威
の
保
全
を

希
望
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
タ
イ
両
国
と
共
に
、「
仏
国
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

民
と
が
適
当
な
交
渉
を
通
じ
て
流
血
の
停
止
と
現
在
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
も

た
ら
す
た
め
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
希
望
を
表
明
す
る
」
と
の
決
議
案
（A

/

C.1/L.166

）
を
提
出
、
可
決
に
導
い
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
二
月
一
五
日
の

本
会
議
で
は
、
同
決
議
案
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
案
（A

/C.1/L.167
）
を
も

と
に
し
た
「
多
く
の
苦
難
と
人
命
の
損
失
を
招
い
て
い
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
事
態

に
留
意
し
、
協
力
の
精
神
に
よ
る
平
和
的
、
民
主
的
且
つ
公
正
な
解
決
が
、
国
連

憲
章
の
諸
原
則
に
一
致
し
た
適
切
な
手
段
を
通
じ
て
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の

希
望
を
表
明
す
る
」
と
の
単
一
決
議
（A

/1012

（X
I

））
が
七
七
対
〇
の
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
27
（

。

ま
た
、特
別
政
治
委
員
会
に
於
け
る
南
ア
の
人
種
差
別
問
題
討
議
に
あ
た
っ
て
、

松
平
代
表
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
平
和
会
議
に
於
い
て
人
種
無
差
別
原
則
を
国
際
連

盟
規
約
中
に
謳
う
べ
き
こ
と
を
最
初
に
提
案
し
た
国
と
し
て
、「
反
感
と
敵
意
と
に

汚
さ
れ
な
い
、
説
得
と
話
合
い
の
雰
囲
気
を
作
り
出
す
た
め
の
断
固
た
る
努
力
が

な
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
そ
れ
は
「
良
心
の
声
」
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た）
28
（

。

さ
ら
に
、
国
連
総
会
第
二
委
員
会
に
お
け
る
後
進
国
の
経
済
開
発
問
題
等
の
討

議
に
際
し
て
も
、「
経
済
開
発
の
た
め
に
は
外
資
導
入
と
と
も
に
未
開
発
国
側
が

経
済
的
社
会
的
基
礎
を
改
良
す
る
こ
と
が
先
決
要
件
で
あ
る
」
と
し
て
、こ
れ
が
、

先
進
国
側
に
も
後
進
国
側
に
も
理
解
あ
る
適
切
な
発
言
と
し
て
、
日
本
の
国
際
社

会
に
於
け
る
あ
り
方
の
特
色
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、「
特
別
委
員
会（A

d  

H
oc　

Com
m
ittee

）」
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
追
加
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る）
29
（

。

こ
の
よ
う
に
、「
今
次
総
会
に
対
す
る
わ
が
代
表
団
は
、
期
待
通
り
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
活
躍
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
得
に
、
重
要
な
種
々
の
具
体
的

な
問
題
に
対
し
て
わ
が
国
の
立
場
乃
至
意
見
を
明
示
し
た
こ
と
は
戦
後
初
め
て
と

も
称
し
う
る
」）
30
（

、
ま
た
、「
日
本
代
表
団
は
、
今
回
の
総
会
に
お
け
る
活
動
を
通
じ
、

日
本
国
民
及
び
全
世
界
の
期
待
に
こ
た
え
て
、
日
本
の
平
和
愛
好
国
、
国
連
尊
重

の
精
神
を
あ
ら
た
め
て
全
世
界
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
連
の
権
威
の
高
揚
に

相
当
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
の
で

あ
る）
31
（

。
か
く
し
て
国
連
第
一
一
回
総
会
日
本
代
表
団
は
、
二
月
下
旬
頃
帰
朝
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、日
本
国
際
連
合
協
会
で
は
、こ
れ
ら
代
表
団
の
帰
国
を
ま
っ

て
、
そ
の
報
告
会
の
開
催
を
予
定
し
、
同
協
会
天
羽
英
二
副
会
長
兼
事
務
局
長
よ

り
外
務
省
の
援
助
を
要
請
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
外
務
省
と
し
て
も
こ
れ
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ら
「
総
会
代
表
の
報
告
を
主
と
す
る
『
国
民
大
会
』
を
後
援
す
る
は
固
よ
り
、
こ

の
機
会
に
内
閣
と
し
て
記
念
行
事
を
催
す
こ
と
は
時
宜
を
得
た
も
の
と
考
え
」、

他
省
庁
と
も
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る）
32
（

。

四　

幻
の
記
念
事
業
―
お
わ
り
に
か
え
て

か
く
し
て
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
三
月
八
日
、
佐
藤
尚
武
が
会
長
を
つ

と
め
る
日
本
国
際
連
合
協
会
主
催
）
33
（

の
日
比
谷
公
会
堂
に
於
け
る
「
国
連
加
盟
記
念

全
国
大
会
」
を
皮
切
り
に）
34
（

、
一
四
日
ま
で
を
「
国
連
加
盟
週
間
」
と
し
て
、
同
九

日
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
東
京
都
内
音
楽
行
進
、
一

三-

一
四
日
に
は
国
連
学
生
会
議
及
び
講
演
、
一
四
日
の
皇
居
外
苑
に
於
け
る
国

連
加
盟
記
念
植
樹
な
ど
と
と
も
に
、
記
念
事
業
と
し
て
記
念
切
手
の
発
行
、
発
売

及
び
記
念
タ
バ
コ
の
製
造
、
販
売
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る）
35
（

。

こ
の
う
ち
、
記
念
事
業
と
し
て
の
記
念
切
手
に
関
し
て
、
外
務
省
と
し
て
は
、

加
盟
記
念
祝
典
当
日
の
記
念
切
手
発
行
を
要
望
し
、
そ
の
際
の
参
考
と
し
て
、
用

語
と
し
て
は
「
国
連
」
で
は
な
く
「
国
際
連
合
」、「
加
入
」
で
は
な
く
「
加
盟
」

を
用
い
て
「
国
際
連
合
加
盟
」
と
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
た）
36
（

。
そ
し
て
そ
の
後
、

青
地
に
白
抜
き
の
オ
リ
ー
ブ
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
国
連
旗
の
周
囲
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ

（
国
際
電
気
通
信
連
合
）、Ｕ
Ｐ
Ｕ
（
万
国
郵
便
連
合
）、Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
際
食
糧
農
業
機
関
）、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）、Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（
国
際
民
間
航
空
機
関
）、Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
（
国

際
復
興
開
発
銀
行
）、Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
及
び
Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気
象
機
関
）

な
ど
、
日
本
が
そ
れ
ま
で
既
に
加
盟
し
て
い
た
国
連
の
専
門
機
関
）
37
（

の
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
配
し
た
「
国
際
連
合
加
盟
記
念
一
〇
円
切
手
」
五
百
万
枚
が
、
三
月
八
日
「
国

連
加
盟
記
念
全
国
大
会
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
発
行
、
発
売
さ
れ
た
の
で
あ
る）
38
（

。

ま
た
、
後
者
の
記
念
タ
バ
コ
の
製
造
、
販
売
に
関
し
て
も
、
既
に
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）年
一
二
月
に
、専
売
公
社
側
と
の
事
務
的
話
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

但
し
そ
の
際
、
公
社
側
か
ら
は
、（
一
）
記
念
煙
草
の
製
造
に
は
約
三
ヶ
月
の
準

備
期
間
を
要
し
、（
二
）
祝
賀
行
事
を
三
月
中
に
挙
行
す
る
場
合
に
は
、
年
末
年

始
の
休
み
の
関
係
も
あ
り
、
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
る
、
と
回
答
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
外
務
省
と
し
て
は
、（
一
）「
ピ
ー
ス
」
に
「
国
際
連
合
加
盟
記
念
」
の

文
字
を
入
れ
る
、（
二
）
加
盟
祝
典
日
を
期
し
て
販
売
（
二
月
中
旬
）、（
三
）
国

連
の
紋
章
は
図
案
に
使
用
し
な
い
こ
と
、
な
ど
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、「
タ
バ

コ
ケ
ー
ス
の
外
箱
の
刷
り
色
を
変
え
る
な
ど
の
便
法
」
を
も
っ
て
し
て
も
、
本
件

を
実
現
す
べ
く
、
外
務
次
官
か
ら
大
蔵
次
官
を
通
じ
て
専
売
公
社
総
裁
に
依
頼
す

る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る）
39
（

。

た
だ
し
、
本
件
「
国
連
加
盟
記
念
タ
バ
コ
」
に
関
し
て
、
外
務
省
記
録
に
は
こ

れ
ら
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
後
の
販
売
時
期
な
ど
に
関
す
る
い
き

さ
つ
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
つ
き
、
東
京
都
墨
田
区
横
川
に
あ

る
「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」
に
出
向
き
、
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
残
念
な
が

ら
、
本
件
記
念
タ
バ
コ
が
製
造
、
販
売
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
当
時
外
務
省
が
熱
心
に
提
唱
し
た
本
件
「
国
連
加
盟
記
念
タ
バ
コ
」
の
製

造
、
販
売
は
、「
幻
の
国
連
加
盟
記
念
事
業
」
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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注（
1
）
昭
和
二
六（
一
九
五
一
）年
九
月
八
日
、
連
合
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
日
本
国
と

の
平
和
条
約
（T

reaty　

of　

Peace　

w
ith　

Japan

）」
の
前
文
に
お
い
て
、「
日

本
国
と
し
て
は
、
国
際
連
合
へ
の
加
盟
を
申
請
し
（apply　

for　

m
em
bership　

in　

the　

U
nited　

N
ations

）
且
つ
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
国
際
連
合
憲
章
の
原
則
を
遵

守
」
す
る
旨
宣
言
し
て
い
た
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
条
約
調
印
・
発
効
』
一
四
六
、
一
六
七
頁
）。

（
2
）D

epartm
ent of Public　

Inform
ation　

U
nited　

N
ations, ''Y

earbook　

of　

the　

U
nited　

N
ations　

1956''
（
以
下　

''Y
.U
.N
.1956'' 

と
略
す
）p.110.　

昭
和

三
一
年
一
二
月
一
八
日
発
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
加
瀬
俊
一
大
使
よ
り
高
崎
達

之
助
外
務
大
臣
代
理
宛
電
報
第
八
二
〇
号
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
八
日　

外
務
省

情
報
文
化
局
長
談　
「
わ
が
国
の
国
際
連
合
加
盟
の
経
緯
に
つ
い
て
」（
外
務
省
記
録

「
日
本
の
国
連
加
盟
関
係
一
件　

正
式
加
盟
関
係
」（B'.2.0.0.2-4
）
第
五
巻
）。
な
お
、

こ
の
国
連
加
盟
を
慶
賀
す
る
昭
和
三
二
年
一
月
五
日
付
の
鳩
山
一
郎
前
首
相
宛
佐
藤

尚
武
国
連
首
席
代
表
の
書
簡
が
鳩
山
記
念
館
で
公
開
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
昭
和
三
〇
年
一
一
月
一
六
日　

国
際
協
力
局
第
一
課
長
「
国
連
加
盟
祝
賀
行
事
に
関

す
る
件
（
案
）」（
外
務
省
記
録
「
日
本
の
国
連
加
盟
関
係
一
件　

正
式
加
盟
関
係　

記
念
行
事
」（B'.2.0.0.2-4-4

））。

（
4
）
加
盟
直
後
の
「
祝
賀
」
行
事
と
し
て
は
、
こ
の
恩
赦
の
ほ
か
に
「
国
連
加
盟
祝
賀
リ

セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
て
い
た
（
昭
和
三
二
年
二
月
六
日　

国
際
協
力
局
「
国
連

加
盟
記
念
行
事
に
関
す
る
件
」（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

））。
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
、「
国
連
記
念
事
業
民
間
合
同
委
員
会
」
が
主
宰
し
て
、
歌
舞
伎
座
に
於
い
て
昭

和
三
二（
一
九
五
七
）年
二
月
一
一
日
開
催
さ
れ
た
が
、
同
「
式
次
第
」
に
よ
れ
ば
、

当
日
は
安
井
誠
一
郎
が
開
会
の
辞
、
藤
山
愛
一
郎
が
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
（D

ag　

H
am
m
arskjold

）
国
連
事
務
総
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、
石
橋
総
理
大
臣
、
岸

外
務
大
臣
及
び
松
岡
駒
吉
国
連
総
会
日
本
代
表
団
顧
問
な
ど
の
挨
拶
の
後
、
政
財
界

及
び
関
係
省
庁
の
名
士
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
、
寿
演
劇
と
し
て
「
女
暫
」、「
静
」

及
び
「
六
歌
仙
」
が
公
演
さ
れ
た
。
な
お
、
同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
に
当
た
り
、
佐

藤
尚
武
以
下
谷
正
之
、
沢
田
廉
三
、
加
瀬
俊
一
及
び
松
平
康
東
国
連
第
一
一
回
総
会

日
本
代
表
よ
り
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
（
昭
和
三
二
年
二
月
七
日
発
在
国
際

連
合
日
本
政
府
代
表
部
加
瀬
大
使
よ
り
岸
外
務
大
臣
宛
電
報
特
第
二
二
三
号
）（
外
務

省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）、
又
本
件
の
よ
う
な
行
事
に
は
通
常
発
出
さ
れ
な
い
ハ
マ
ー

シ
ョ
ル
ド
国
連
事
務
総
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
特
別
に
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た

（
二
月
八
日
発
在
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
加
瀬
大
使
よ
り
岸
外
務
大
臣
宛
電
報
特

第
二
三
四
号
別
電
特
第
二
三
五
号
）（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
5
）
昭
和
三
〇
年
一
一
月
一
六
日　

国
際
協
力
局
第
一
課
長　
「
国
連
加
盟
祝
賀
行
事
に
関

す
る
件
（
案
）」（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
6
）
法
務
省
保
護
局
（
作
成
年
月
日
不
詳
）「
国
連
加
盟
恩
赦
の
記
録
」
一
頁
。
な
お
、
こ

の
法
務
省
に
よ
る
本
件
調
査
・
研
究
に
関
し
て
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
二

月
一
〇
日
の
参
議
院
法
務
委
員
会
に
於
い
て
、
緑
風
会
の
宮
城
タ
マ
ヨ
議
員
の
質
問

に
対
し
て
、
牧
野
良
三
法
務
大
臣
か
ら
、「
一
月
ほ
ど
前
よ
り
事
務
当
局
へ
、
恩
赦
に

関
す
る
こ
の
場
合
適
否
の
意
思
を
私
に
教
え
て
ほ
し
い
、
―
―　

そ
の
内
容
等
に
つ

い
て
も
調
べ
て
お
い
て
く
れ
」
と
要
請
し
た
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
（
昭
和
三
一
年

一
二
月
一
〇
日
「
第
二
十
五
回
国
会
参
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
五
号
」
六
頁
）
こ
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と
か
ら
、
本
件
「
記
録
」
は
こ
の
頃
作
成
さ
れ
た
と
思
料
さ
れ
る
。

（
7
）
昭
和
三
一
年
一
一
月
三
〇
日
「
第
二
十
五
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
」

一
〇-
一
一
頁
。

（
8
）
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
〇
月
一
七
日
戦
争
終
結
に
関
し
大
赦
令
（
昭
和
二
〇

年
勅
令
第
五
七
九
号
）、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
一
一
月
三
日
日
本
国
憲
法
公
布

に
関
し
大
赦
令
（
昭
和
二
一
年
勅
令
第
五
一
一
号
）
及
び
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
四
月
二
八
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
関
し
大
赦
令
（
昭
和
二
七
年

政
令
第
一
一
七
号
）
の
三
件
。
な
お
、
そ
の
後
今
日
ま
で
大
赦
令
は
、
本
件
国
連
加

盟
に
関
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
政
令
第
三
五
五
号
及
び
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年
二
月
二
四
日
昭
和
天
皇
御
大
喪
に
関
し
、
平
成
元
年
政
令
第
二
七
号
が
発
せ
ら
れ

て
い
る
。

（
9
）
前
掲
「
国
連
加
盟
恩
赦
の
記
録
」
一
頁
。

（
10
）
同
一-

二
頁
。

（
11
）
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
八
日
「
第
二
十
五
回
国
会
衆
議
院
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す

る
調
査
委
員
会
議
録
第
五
号
」
二
頁
。
な
お
、
鳩
山
は
こ
の
直
後
、「
日
ソ
共
同
宣
言

の
批
准
も
終
わ
り
、
國
連
へ
の
加
盟
も
こ
の
眼
で
見
届
け
た
十
二
月
二
十
日
、
私
は
、

今
度
こ
そ
本
當
に
明
鏡
止
水
の
心
持
ち
で
引
退
し
た
」
の
で
あ
っ
た
（
鳩
山
一
郎
『
鳩

山
一
郎
回
顧
録
』（
文
藝
春
秋
新
社
、
昭
和
三
二
年
）
二
二
二
頁
）。

（
12
）
前
掲
「
国
連
加
盟
恩
赦
の
記
録
」
四
四
頁
。

（
13
）
前
掲
「
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
議
録
第
五
号
」　

一
、
五
頁
。

（
14
）「
昭
和
三
一
年
政
令
第
三
五
五
号
大
赦
令
該
当
人
員
」（
前
掲
「
国
連
加
盟
恩
赦
の
記
録
」

五
九-

六
〇
頁
）。

（
15
）「
皇
太
子
殿
下
（
明
仁
親
王
）
立
太
子
礼　

特
別
基
準
恩
赦
（
昭
和
二
七
年
一
一
月

一
〇
日
内
閣
指
令
）」
の
み
で
、
大
赦
令
は
発
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
16
）昭
和
三
一
年
一
二
月
一
三
日「
第
二
十
五
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録
第
六
号
」

一-

二
頁
。

（
17
）
前
掲
「
調
査
特
別
委
員
会
議
録
第
五
号
」
七
頁
。

（
18
）
佐
藤
榮
作
『
佐
藤
榮
作
日
記
』
第
一
巻
（
伊
藤
隆
監
修
、
朝
日
新
聞
出
版
、

一
九
九
八
年
）
三
九
七
頁
。

（
19
）
山
田
栄
三
『
正
伝　

佐
藤
栄
作
』（
上
）（
新
潮
社
、一
九
八
八
年
）
三
二
六-

三
二
八
頁
。

服
部
龍
二
『
佐
藤
栄
作　

最
長
不
倒
政
権
へ
の
道
』（
朝
日
新
聞
出
版
、二
〇
一
七
年
）

一
一
七-

一
二
〇
頁
。 

（
20
）
佐
藤
前
掲
書
、
三
九
七
頁
。
服
部
前
掲
書
、
一
一
八-

一
一
九
頁
。 

（
21
）
昭
和
三
二
年
七
月
国
際
協
力
局
第
一
課
「
国
際
連
合
第
十
一
総
会
の
事
業
」（
国
連
研

究
資
料
第
七
巻
第
七
号
）（
以
下
、「
第
十
一
回
総
会
事
業
」
と
略
す
）（
外
務
省
記
録  

「
国
際
連
合
総
会
関
係
一
件　

第
十
一
回
総
会
関
係　

調
書
・
資
料
」（B'.2.1.0.1-11-12

）

一
二-

一
三
頁
。

（
22
）
昭
和
三
二
年
二
月
四
日
「
第
二
十
六
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
第
四
号　

岸
国
務
大
臣

の
演
説
」
三
頁
。

（
23
）
昭
和
三
二
年
九
月
外
務
省
『
わ
が
外
交
の
近
況
』（『
外
交
青
書
』
第
一
号
）
一
二
〇-

一
二
一
頁
。

（
24
）
前
掲
「
第
十
一
回
総
会
事
業
」
二
〇-

二
一
頁
。
前
掲 ''Y

.U
.N
.1956''　

pp.45-47.

（
25
）
同　

四
六-

四
七
頁
。Ibid.,pp.128-130.

（
26
）
同　

五
二-
五
三
頁
。Ibid.,pp.100-103.

な
お
、
本
件
に
つ
き
岸
外
務
大
臣
は
、「
登
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録
が
全
面
禁
止
へ
の
一
里
塚
と
な
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。」と
し
て
い
た（
岸

信
介
『
岸
信
介
回
顧
録
』（
廣
済
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）
三
〇
一-

三
〇
二
頁
）。

（
27
）
同　

六
三-

六
五
頁
。Ibid.,pp.117-121.　

（
28
）
同　

九
三-
九
五
頁
。Ibid.,pp.142-145.

（
29
）
同　

一
五
二-
一
五
三
頁
。Ibid.,pp.167-168.

（
30
）
昭
和
三
二
年
二
月
九
日　

国
際
協
力
局　
「
国
連
に
お
け
る
日
本
―
国
連
加
盟
実
現
後

の
状
況
―（
北
米
領
事
会
議
用
資
料
）」（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
31
）
前
掲
『
わ
が
外
交
の
近
況
』
一
二
四
頁
。

（
32
）
昭
和
三
二
年
二
月
六
日　

国
際
協
力
局
「
国
連
加
盟
記
念
行
事
に
関
す
る
件
」（
外
務

省
記
録　

B'2.0.0.2-4-4

）。

（
33
）
こ
の
時
期
の
佐
藤
尚
武
の
日
本
国
際
連
合
協
会
会
長
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
、
篠

原
初
枝
教
授
は
、「
戦
後
の
佐
藤
は
外
交
の
一
線
か
ら
退
い
て
お
り
、
日
本
の
国
連
加

盟
に
実
質
的
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
戦
後
直
後
占
領
期
に
あ
っ

て
、
戦
前
か
ら
の
国
際
連
盟
、
外
務
大
臣
と
し
て
の
経
験
と
参
議
院
議
長
と
い
う
ポ

ス
ト
か
ら
も
、
国
際
連
合
運
動
の
指
導
者
と
し
て
は
適
任
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。」
と

評
価
し
て
い
る
（
篠
原
初
枝
「
国
際
連
盟
の
遺
産
と
戦
後
日
本
」（『
ア
ジ
ア
太
平
洋

研
究
』N

o.20

（February　

2013

）
九
二-

九
三
頁
）。

（
34
）
昭
和
三
二
年
一
月
「
国
連
加
盟
記
念
国
民
大
会
開
催
趣
意
書
」
に
よ
れ
ば
、
同
大
会

発
起
人
と
し
て
日
本
国
際
連
合
協
会
会
長
佐
藤
尚
武
、
同
東
京
都
本
部
本
部
長
安
井

誠
一
郎
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
会
長
前
田
多
門
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

会
長
藤
山
愛
一
郎
な
ど
、
主
催
者
で
あ
る
日
本
国
際
連
合
協
会
関
係
者
並
び
に
藤
山

愛
一
郎
国
際
商
工
会
議
所
日
本
国
内
委
員
会
議
長
、
石
坂
泰
三
経
済
団
体
連
合
会
会

長
及
び
永
田
清
日
本
放
送
協
会
会
長
な
ど
が
名
を
連
ね
、
外
務
省
ほ
か
関
係
各
省
庁
、

東
京
都
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
及
び
報
道
機
関
が
後
援
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
前
述
の
佐
藤
尚
武
、
沢
田
廉
三
両
国
連
第
一
一
回
総
会
日
本
代

表
に
よ
る
「
第
十
一
回
国
連
総
会
報
告
」
と
題
す
る
講
演
の
ほ
か
に
、「
才
能
教
育
研

究
所
研
究
生
」
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
芸
術
大
学
学
生
に
よ
る
筝
曲
「
国
連

の
歌
」
の
演
奏
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
た
（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
35
）「
国
連
加
盟
記
念
大
会
及
び
週
間
行
事
目
次
（
仮
）」（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
36
）
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
五
日
付
外
務
事
務
次
官
よ
り
郵
政
事
務
次
官
宛
て
公
信
協
一

第
三
一
九
号
（
外
務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（
37
）
日
本
は
、
昭
和
二
三（
一
九
四
八
）年
六
月
一
日
Ｕ
Ｐ
Ｕ（
万
国
郵
便
連
合
）に
、
昭
和

二
四
（
一
九
四
九
）
年
一
〇
月
一
日
Ｉ
Ｔ
Ｕ（
国
際
電
気
通
信
連
合
）に
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
五
月
一
六
日
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）、
同
年
六
月
二
一
日
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労
働
機
関
）、
同
年
七
月
二
日
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）、

同
年
一
一
月
二
一
日
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
際
食
糧
農
業
機
関
）
に
、
昭
和
二
七（
一
九
五
二
）

年
八
月
一
三
日
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨
基
金
）及
び
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ（
国
際
復
興
開
発
銀
行
）に
、

昭
和
二
八（
一
九
五
三
）年
九
月
一
〇
日
Ｗ
Ｍ
Ｏ（
世
界
気
象
機
関
）、
同
年
一
〇
月
八

日
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ（
国
際
民
間
航
空
機
関
）へ
と
、
国
連
そ
の
も
の
へ
の
加
入
以
前
に
こ
れ

ら
専
門
機
関
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
以
外

に
は
、
第
二
次
大
戦
以
前
既
に
設
立
さ
れ
て
い
た
か
、
又
は
そ
の
前
身
が
存
在
し
て

い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｕ
Ｐ
Ｕ
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
及
び
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
既

存
の
機
関
で
あ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
前
身
と
し
て
は
古
く
は
「
国
際
公
衆
事
務
局
」
及
び

連
盟
時
代
に
は
「
連
盟
保
健
機
関
」
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
前
身
と
し
て
「
国
際
知
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的
協
力
委
員
会
」
が
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
前
身
と
し
て
「
万
国
農
事
協
会
」
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
及

び
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
の
前
身
と
し
て
「
国
際
決
済
銀
行
」
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
前
身
と
し
て
「
常

設
国
際
司
法
裁
判
所
」
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
、
日
本
は
、
当
時
こ
れ
ら
に
加
盟
し
て

お
り
、い
わ
ば
な
じ
み
の
機
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（「
日
本
管
理
の
機
構
と
政
策
」（
外

務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

占
領
期　

関
係
調
書
集
』）
一
八
四-

一
八
七
頁
）。

（
38
）昭
和
三
二
年
二
月
九
日　

国
際
協
力
局
第
一
課
長「『
国
連
加
盟
』記
念
切
手
の
件
」（
外

務
省
記
録　

B'.2.0.0.2-4-4
）。

（
39
）
昭
和
三
〇
年
一
二
月
一
二
日
「
記
念
タ
バ
コ
の
発
売
依
頼
に
関
す
る
件
」（
外
務
省
記

録　

B'.2.0.0.2-4-4

）。

（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
）


